


























































 1. 定積分のような連続的な問題に対しては「離散的 (discrete)」な
「近似 (approximation)」を考え











































































































































































る. しかも, 必ず解けるとは限らない. しかしながら, 特に大きな次
数の連立方程式については, 反復法の方が計算量の面で有利になる。
 その式が反復法で解けるかどうかは、方程式の設定次第
→ここで解を発散させない＝うまく方程式を立てる
ことが、数値計算上重要なテクニックである。
漸化式を作り反復していくと・・・
数値流体力学を、さらに細かく
みていく（具体例の掘り下げ）
解析がどのように進んでいくか
内部反復
その時間での物理量を求めるために、
予想した値を支配方程式に代入して残
差が小さくなるまで行う計算のこと。
外部反復
時間的な進行を担い、複数の内部反復
を含む。１ステップ前の状況に応じて、
支配方程式を作る。
 計算能力の話
PCやスマホなど計算機の向上はすざまじい。
数値シミュレーションも実用的になってきたが・・・
数値流体力学を、さらに細かくみていく
（具体例の掘り下げ）
直接流体計算には、レイノルズ数の4分の9乗の格子点数が必要。例えば人が１
m/sで歩く周囲流れの計算には、10^9オーダーの格子点について計算しなけれ
ばならなず、非常に計算負荷がかかる
現状は、時間平均やモデル化を駆使し、現象の再現性と計算負荷のトレードオ
フをどうにかして改善していくのが研究者のかんがえているところである。
天気予報だってあまり当たらない、、
計算機能力はまだまだ必要！！
まとめ
 世の中の「数値シミュレーション」には、必ず支配方程式があ
る！
 その支配方程式を、与えられた条件（計算したいものの条件）で
どうやって解くか？ そこが考えどころ！
 結局は、「効率の良いしらみつぶし」で解いている！時間をかけ
れば必ず答えが見つかるように式を立てるなどする。
 そして、離散化やモデル化によりシミュレーションは必ず誤差を
含む。あくまで模擬である。
ただし、その誤差が測定により生じる誤差より大きいとは限らない。
ご清聴ありがとうございました
